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ハ ラ ス メ ン トによる男子 間の 支配
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一 「い じめ問題」 へ の ジ ェ ン ダー 論的ア プ ロ ー チ
ー

山口　季音 （関西大学大学院）

1 ．は じめに

本発表の 目的は、学校の友人仲間関係で 生 じた

ハ ラス メ ン トにおける 「被害者」 の ハ ラス メ ン

トへ の 主観的な意味づ けの 仕方を明 らかに し、

「被害者」 の ハ ラ ス メ ン トへ の 能動的関与にっ

い て 考察する こ とで ある。 こ こ で い うハ ラス メ

ン トとは、「い じめ」 などに代表され るような
一

方 の 側が継続的に被害を感 じて い る関係を指す。

　学校で の ハ ラス メ ン トは、そ の 「見えにくさ」

がよ く指摘 され る。 特に友人仲間関係で生じた

駘 、第三者には 問題が起きて い るかど うかの

判断が難 しい うえに、「被害者」 が 「加害者j と

の 関係 を保 つ た め、被害を訴 えず、あたかも能

動的にハ ラス メ ン トに参加する場合もみられる

（森田 ・清永 1994）。こ うした 「被害者」 の 能

動的関与 が み られ るか らこ そ、ハ ラス メ ン トの

把握や解映 は難 しい と考えられ る 。

　 しか し、従来の 研究では、「被害考」 の ハ ラス

メ ン トへ の能動的関与はあま り取 り上げられて

い ない
。 とい うの も、従来 の 研 究で は、「被害者」

は 「加害者」 に巻き込まれた受動的存在 とみな

されがちだか らで ある。

　本発 表では、学校で の ハ ラス メ ン トの 問題 を

よ り理 解する た め に は 、そ の 具体的な文脈を考

慮に入れ、「被害者」が被害を受けなが らも能動

的にハ ラ ス メン トを維持する側面 に焦点を当て、

考察する必要があると考えた。

　そ こ で 本発表 で は、第 1 に、「被害者」 の ハ ラ

ス メ ン トへ の 主観的な意味づけ の 仕方を調査 し、
「被害者」 の ハ ラス メ ン トへ の能動的関与 を描

くこ とを通 して 、「被害者」の 抱える問題につ い

て考察する。

　第 2 に、本発表で は、「被害者」 の ハ ラス メ ン

トへの 能動的関与 の 背景につ い て考えるため、

「男子間」 の ハ ラス メ ン トにおける 「被害者」

に 焦点 を当て 、そ の 主観的な意味づ けの 仕方を

ジ ェ ン ダー
の 視点を用 い て考察す る。

　 これま で、男子問の ハ ラス メ ン トをジェ ン ダ

ー
の 視点で考察 した研究はあま りない 。しか し、

「男 ら し さ」 に 関する規範が、男子間の ハ ラ ス

メ ン トの 発生やそ の 「被害者」 の ハ ラス メ ン ト

へ の 能動的関与に関わっ て い る と考えられ る。

　そ の規範 とは、「男性は他人 よ り優位で なけれ

ばな らな い 」 とい う男性優位規範である。現在

の私たちの社会で は、他者 よりも優位で ある こ

とがよ り 「男 らしい 」 男性 とみ なされ るため、

男性は、女瞠だけでな く他 の 男性に対 し て も優

位であるよ うに競争が求め られる。こ うした規

範の もとで は、男子間の ハ ラス メ ン ト「加 害者」

は、相手 を支配する こ とで他者へ の 優越を達成

し、
「男 らしさ」の 感覚を高め られ る

一
方で 、「被

害者」になる こ とは相手に従属させ られ、「男 ら

しさ」 の感覚にダメ
ージを受ける こ とになっ て

しま う （多賀 2006 ）。

　 こ うした文脈で は、男子の ハ ラス メ ン ト 「被

害者」 は、ハ ラス メ ン トを問題 としにくくなる

と考えられ る。なぜなら、ハ ラス メ ン トを辛い

と認 め る とい うこ とは 、自分が 「加害者」 より

も劣位に位置づ け られた こ とを認 め る こ と に な

り、男性優位規範か らの逸脱を意味する こ とに

なるか らで ある。

　児童生徒を対象 としたハ ラス メ ン トに関する

質問紙調査の多くで は、男子 は女子 よりも被害

を人に話 さない とい う傾向が示 され て い る （た

とえば、森田ほか 1999＞。こ うした傾向は、男

子 の 「被害者」 が男性優位規範の影響を受け、

他人に 「弱み」 を見せま い とし、 解決 が難しい

なかで もハ ラス メ ン トに留まろうとし て い る こ

とが示唆されて い る の で はない だろ うか。

2 ．調査概要

　以上 の 2 点を考察するため、本発表で は、発

表者が 2008年〜2011年の 問に調査 した男子間

で の被ハ ラス メ ン ト経験者 15 名の うち、学校

の友人仲間関係で の被ハ ラス メ ン ト経験を有す

る 20 代男性 2 名 の 事例 を用 い る 。 調査方法に

は半構造化面接を用い、対象者選定には 「機縁

法」 を採用 した。なお、本人の 了承を得て イ ン

タ ビ ュ
ー

の 内容を IC レ コ
ーダー

に録音した。

3 ．調査結果

（1）A さん （20代男性 、 学生）

　 A さん の事例は、小学 5 年か ら中学 1年の問、

男子 の友人間で の ハ ラ ス メ ン トの事例で あ る。

A さんは 、 友入か ら常に
一
緒に い る こ とを強制

され、ときに性的な被害を受ける こ ともあっ た。
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　し か し
、 当時学級で 「い じ め られ っ 子 」 の 立

場で もあっ た A さんだが、その友人間で の ハ ラ

ス メ ン トにつ い て は、相手が 「友達 」 とい う思

い か ら問題 として誰かに訴える こ とはなか っ た。

こ うした状況のなか 、A さん は 自分よ りも弱い

相手をい じめよ うとする こ とで 、学級で の 自分

の 立場を変えよ うとしてい た。

（2）B さん （20 代男性、学生）

　B さん の 事例は、中学の 男子非行集団で 、集

団の統率の ため に上級生が行 うハ ラス メ ン トの

事例で ある。B さんは集団の
一

員で 、 1年生 の

なか で代表的な立揚 の
一

人 で あ っ たが、同級生

が集団の 規則を守れ て い ない 場合、 そ の 責任と

して 上級生か ら殴打され続ける被害を受けて い

た 。 集団は男女で分かれて い たが、男子集団は

女子集団よりも上位に位置 して お り、B さんは

女子 の 責任 も引き受けなければならなか っ た。

　しか し、 B さんは不条理に思 えるハ ラ ス メ ン

トに苦 しみなが らも、それを問題 とし て誰か に

話すこ とは な く、む し ろ被害を受ける こ とが 自

身の 自尊心を高める側面があ っ た とい う。 なぜ

なら、上級生に殴 られ るの は 「代表」 だか らと

い う優越感があ り、また、それに耐える こ とで

上級生が B さん の タ フ さを賞賛した り、同 じ境

遇 の 者たちと共感 し合 っ た りする こ とによ っ て、

仲問集団の絆が深ま っ て い たか らで ある 。

4 ．考察

（1）多面的な関係

　調査対象者は、ハ ラス メ ン トは苦 しい もの で

あ っ たが、「加害者」 を非難す るような問題 に し

たくない と考えて い た。なぜ なら、A さんは従

属させ られ傷つ け られ て い たが、相手に友情も

感 じてい たか らで あり、B さんは周囲が被害に

耐える こ とを評価する こ とで 、ハ ラス メ ン トを

肯定的に意味づ け られてい たか らである。

　A さん にとっ て 「加害者」 と の 関係は、あ る

場面で は友人関係で あ り、あ る場面で は支配 と

従属 の 関係であっ た。だか らこ そ、「加害者」 へ

の積極的な抵抗は難 しか っ た と考え られ る。ま

た、B さん の 事例か らは、ハ ラス メ ン トに苫 し

んで い るにもかか わらず 、
ハ ラス メ ン トの 正 当

性を維持する こ とに、「被害者」自身が荷担 して

しま う様相が示 されて い る。

　従来 、
ハ ラス メ ン ト当事者の 関係は、加害者

一
被害者 とい う

一
面的な関係 と捉え られがちで

あ っ た 。 しか し、「被害者」の 能動陸に焦点を当

て る こ とで 、事例の 「被害者」 らに とっ て そ の

関係は
一

面的 とい うよ り、多面的で あっ た こ と

が見え て くる。 彼 らに とっ て、「加害者」 との 関

係が単純な加害
一
被害 の 関係で はなか っ たため

に、悩み は複雑もの になっ て い た と考え られ る。

（2）男子間の ハ ラス メ ン トとジ ェ ン ダー

　また、調査刻象者は、ハ ラス メ ン トの 被害を

問題 と して 訴 えなか っ た一方で 、
「加害者」以外

の 関係で他者よ りも優越するこ とで 、ハ ラス メ

ン トが解決 しなくとも、そ の ダメ
ー

ジは小 さく

なる と考えて い た。そ して 、A さん はほか の 誰

かを 「い じめよ う」 と考え、B さんは被害を受

ける こ とを代表の 責任だと肯定的に考えて い た 。

　 こ うした彼 らの ハ ラ ス メ ン トへ の 主観的な意

味づ けの 仕方か らは、「男性は他人よ り優位で な

けれ ばならない 」 とい う男性優位規範 の 影響を

読み取る こ とが で きる。

　こ の よ うに 「男 らしさ」 に関する規範が、男

子間の ハ ラス メ ン ト 「被害者」 が被害を感じて

い て も、ハ ラス メ ン トに留まり続けるこ とに関

係 して い るとすれば 、 そ うした規範を相対化す

る視点が、ハ ラス メ ン トの長期化やそれ に伴 う

深刻化を防ぐこ とに寄与する と考え られる。

　 さらに本発表の 、男子問の ハ ラス メ ン トをジ

ェ ン ダー
の 視点か ら考察 した成果は、ハ ラス メ

ン トに関する研究だけで はなく、ジ ェ ン ダー研

究にも以下 の 2 点の 示唆があると考えられ る。

　第 1に、ハ ラス メ ン ト 「被害者」 による男性

優位規範の再生産で ある 。
ハ ラス メ ン トの ダメ

ージを軽減するため、他者に対す る優越を獲i得
し よ うとする彼ら の 対 処 の 仕方か らは、彼らが

そ うした対処 を通 して 、男性優位規範を再生産

して い た こ とが うかがえる、

　第 2に、男子集団の ハ ラス メ ン トを通 した 「ホ

モ ソ
ー

シ ャ リテ ィ 」 形成で ある。ホモ ソー
シ ャ

リテ ィ とは、女性を媒介とした、男性支配社会

を支える男性間の連帯 （Sedgwick訳書 2001）

を指す 。 B さんの 事例における男子集団では、

男子 問の ハ ラ ス メ ン トを通し て男子集団の連帯

が深 まるとともに 、
「女子 の 責任 も男子 が負う」

とい うように、男女の 上下関係が暗黙の うちに

確認 され て い た こ とが うかがえる 。 こ うした事

例か らは、女子 をハ ラス メ ン トとい う 「責任」

か ら遠 ざけ、男子がより多くの 「責任」 を負 う

こ とで、女子に対する男子の優位性が維持され

る様相を読み取 る こ とがで きるだろ う。
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